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問題1枚･計算用紙1枚･解答用紙両面1枚　ノート参考書･計算機持込不可

注意:計算問題は導出過程も示すこと｡必要に応じて次の値を参照せよo
ln2=0.693, ln3=1.10, ln5-i.61, 1 atm-101325 Pa,気体定数R-8･314 JK~lmo㌃1, 0℃-273･ 15 K

問題に明らかな誤りがあると思う場合は､それを指摘･修正して解答すること｡

問題1温度7㌦体積viの理想気体nモルを一定圧力pのもとで体積がm倍になるまで熟したoこの
___------■■■■■■l■

とき気体に与えられた熱量のうち膨張のた-めの仕事として使われた割合を､この気体の定積熱

容量と定圧熱容量の比γ (比熱比)を用いて表せ｡

問題2　状態方程式(p･b)V=RTで表される気体について､この気体の内部エネルギーUは

U=aT+bV十U.であるとするoただし､ a,b,Uoは定数である｡

R

準静的断熱変化においては､ Tv首-一定　の関係が成り立つことを示せ.

問題3 1.00モルの理想気体が温度500 Kの高温熱源と温度300 Kの低温熱源の間でカルノーサイク

ルを行うo高温熱源に接したままでの等温過程において､始め1･00dm3の気体が終わりに

5.00dm3になっているとすると､このカルノーサイクルが1サイクルの間に外に対してする仕

事と低温熱源に入る熱量を求めよ｡ (答えの有効数字は3桁とする)

問題4 25.0℃における水の飽和蒸気圧は3.13xl0-2aimである｡ 25･0℃で湿度60･0%の大気中-1･00kg

の永が蒸発する際のギブスの自由エネルギ-変化AGお.よびエントロピ-変化ASを求めよo
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問題5硝酸アンモニウムを大気圧下で室温から加熱していくと､温度305 Kにおいて結晶形(i)から

結晶形(ⅠⅠ)-相転移をおこし､さらに温度357 Kにおいて結晶形(ⅠⅠ)から結晶形(ⅠⅠⅠ)-相転

移する｡転移

I '　t･

執AHおよび転移による体積変化AVは下表に示すとお 

相転移 ���ｴｦﾖ�ﾓ��AV/cm3morl 

結晶形(Ⅰ)-結晶形(ⅠⅠ) ��緜��1.92 

結晶形(ⅠⅠ)-結晶形(ⅠⅠⅠ) ��縱��-1.20 

りである｡

また､結晶形(ⅠⅠ)が安定な温度領域は､高圧になるほど狭くなり､ある圧力において消失す

る(三重点)｡以下の軌､に答えよo (答えの有効数字は3桁とする)

(A)結晶形(Ⅰ)から結晶形(,IH)-直接変化したときの転移熱AHの値を推定せよ｡

(B)各相を隔てる尭存曲線を直線で近似できるものとして､三重点の温度と圧力を求めよ｡


